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１.　　組織の概要

　１．１　事業所名及び代表者名

会 社 名 ： 有限会社　アダプト

代 表 者 ： 野村　晶一

本社所在地 ： 静岡県浜松市北区三方原町1701-16

作 業 所 ： 静岡県浜松市北区東三方400-1

設　  立 ： 平成14 年　8 月 15 日

資 本 金 ： 1,000万

従 業 員 数 ： 27名 ( 2021年6月1日　現在 )

売上高 ： 527百万円（2022年6月末）

事 業 内 容 ： 総合建設業　　静岡県知事許可　般 - 1 -33038

[ 土木一式・とび 土工 ・管 ・ほ装工事]

 大工・左官・石・屋根・タイル  れんが  ブロック

 鋼構造物 ・しゅんせつ・板金・ガラス・塗装

 防水・内装仕上・熱絶縁・建具・水道施設・解体

建築

： 産業廃棄物収集運搬業　静岡県知事　第02201152450号

許可年月日：令和2年1月13日、許可有効期限：令和7年1月12日

　１．２　担当者及び連絡先

環境管理責任者　：　戸ケ里　健一

連絡先 ： 電話 053 - 415 - 9005 、 ＦＡＸ 053 - 415 - 9006

： Ｅメールアドレス adapt@eco.ocn.ne.jp

　１．3　事業運営の主要な保有機械・車両　（2022年6月現在）

(1) 建設用重機

1.2 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 1 台

0.7 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 2 台 ICTバックホウ

0.7 ㎥ 級バックホウ　 ハイブリット 4 台

0.7 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 2 台

0.45 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 4 台

0.25 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 1 台

0.20 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 2 台 超小旋回

0.15 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 3 台 超小旋回

0.10 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 3 台 超小旋回

0.08 ㎥ 級バックホウ　 排気ガス対策型 1 台

D51ブルドーザ 排気ガス対策型 1 台

D37ブルドーザ 排気ガス対策型 1 台 MCブルドーザ

D65ブルドーザ 排気ガス対策型 1 台 ICTブルドーザ

1.00 ㎥ 級タイヤショベル　 排気ガス対策型 1 台

ローラー  10t 排気ガス対策型 2 台

(2) 重機回送車

10tセルフ 1 台

6tユニック車 1 台

4t散水車 1 台

(3) 産業廃棄物収集運搬車両の種類と台数

10tダンプ 9 台

　4tダンプ 2 台

   3tダンプ 2 台

1 台

(４) 産業廃棄物の処理実績

収集運搬量

2tダンプ

4,073.90 t　（2021年度実績）

産業廃棄物の種類：廃プラスチック類(石綿含有廃棄物を除く)、ガラス
くず・コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有廃棄物を除く)、がれ
き類（石綿含有廃棄物を除く。）、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず
　以上　７品目
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２.　実施体制の構築

　　　（１）環境経営システムを運用・実施する実施体制を構築する。

　環境経営システムの組織図及び実施体制

対象範囲
（認証・登録範囲）

　　　（２）社長は実施体制における、各自の役割・責任及び権限を以下の通りさだめる。
　　　　　　　①社長

　・環境経営方針の決定
　・環境管理責任者の任命
　・環境経営の構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金等）の準備
　・取組結果、全体の評価と見直し・指示
　・実施体制の構築
　

　　　　　　　②環境管理責任者・ea21事務局
　・環境システムの構築 ・運用 ・維持
　・環境システムの推進状況把握と社長への報告
　・環境活動の文書作成のチェック、承認

　　　　　　　③各部門長
　・環境活動の実施、管理
　・課員への環境目標、活動計画等の周知

④全社員
　・環境活動方針の確認と理解
　・環境活動に積極的に参加

戸ケ里健一

環境管理責任者

工事現場監督者 営業

:事務局
戸ケ里健一

代表取締役社長

野村　晶一
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３，環境経営方針

１、＜ 基　本　理　念＞

有限会社 アダプトは、土木・建築工事の事業活動において限りある資源を大切

にし、地域と地球の環境保全につながる取り組みを社員全員で”環境負荷削減”

及び”経営効率の向上”に努め、人と地球にやさしい環境作りに貢献します。

2、 ＜ 行　動　方　針 ＞

1、 地球環境保護の為、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進し、

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量の削減に努めます。

2、 社員全員に環境に関しての自覚をうながし、環境保全の意識を高める。

3、 リサイクルの推進と廃棄物の削減及び水資源の節約に努める。

4、 廃棄物の収集運搬業務を通じ、循環型社会の形成に貢献します。

5、 環境に配慮した事業としての省エネ、エコ関連工事の拡大を図る。

6、 組織に適用される環境に関係法則等を遵守する。

７、

環境経営活動レポートを社内外に公表し、社会とのコミュニケーションを

改定: ２０２２年  ６月 1日

制定: ２０１7年  4月 1日

有限会社　アダプト

環　境　経　営　方　針

環境経営の継続的な改善に努める。

代表取締役 野村 晶一

積極的に行います。
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４　環境経営目標　

二酸化炭素排出量削減に関わるエネルギー使用量の管理目標は化石燃料(ガソリン,軽油)は2018年度

を基準として年率1%削減で2021年度は「基準値の3％削減」で活動する。

電気使用量は2019年度を基準で年率1％削減で活動した。

２０２２年３月から新社屋使用により電気使用量が２倍になった。

産業廃棄物の削減はリサイクル率の向上の活動とする。

年度は７月 ～ 翌年６月

2018年度
2021年度

('21/7～'22/6)
2022年度

('22/7～'23/6)
2023年度

('23/7～'24/6)

基準年度 実績 目標 / 実績 目標 / 実績

目標率 3％削減 4％削減 5％削減

二酸化炭素排出量削減
Ｋｇ－ＣＯ2 目標値 基準 819,395 810,948 802,501

 ( 中電排出係数) 実績値 844,737 702,143

0.379
電力使用量削減 目標率 基準(2019

年)1%削減
基準(2019年)の

2倍
基準(2019年の2
倍から1％削減

0.379
ｋＷｈ 目標値 基準（2019年） 15,491 31,294 30,981

中部電力ミライズ㈱ 実績値 15,647 17,606

化石燃料使用量削減 目標率 3％削減 4％削減 5％削減

（ ガソリン ）
Ｌ 目標値 基準（2018年） 16,565 16,394 16,223

2.32 実績値 17,077 8,430

化石燃料使用量削減 目標率 3％削減 4％削減 5％削減

（ 軽油 ）
Ｌ 目標値 基準（2018年） 300,470 297,372 294,275

2.58 実績値 309,763 261,981

一般廃棄物排出量削減 目標率 3％削減 4％削減 5％削減

廃棄物 （ 一般廃棄物 ) Ｋｇ 目標値 基準 177.5 175.7 173.9

排出量 （ 紙類、他可燃物 ) 実績値 183.0 184.0

削減 目標率（％） 90％以上 90％以上 90％以上 90％以上

Ton リサイクル量 1015.6 62.21

（ 産業廃棄物 ) （％） 総排出量 1,020.5 63.9

(建設混廃、ｺﾝｸﾘｰﾄ屑、他) ) 実績値（％） 99.5 97.4 #DIV/0! #DIV/0!

全員参加の体制造り 人 参加延人員 346

( 　定例会議の出席率　) ％ 参加率 96.1%

ICT重機の活用で工事 台数の ICT重機の台数 5

品質と省人を図る 記録 所有重機の台数 26

工事品質の向上 件数の 工事件数 150

(クレーム零を目指す) 記録 クレーム件数 0件

環境目標項目 単位

製品、サー
ビスへの
環境配慮
(自社業務
の改善)

実績値の記録

産業廃棄物
リサイクル率向上

（リサイク
ル率向上）
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５-１ 環境経営活動計画推進表 ( 2018年度 )環境経営目標及び 環境経営計画の実績・取組結果とその評価 ○：達成度100% △：達成度95% ×：達成度94%以下
改定：2022-11/19

　二酸化炭素 基準値
排出量削減 ・基準年：201８年度

（省エネルギー） ・基準値：844737kg-CO2 目標

※電力排出係数 ・2021目標値：819,514kg-CO2 達成
　　・中部電力( H28年の調整後の数値使用 ) ・2021実績値：　702,143kg-CO2

kg-CO2/kwh

・電力消費量削減 基準値
・基準年：2019年度
・基準値：　15647kwh　

・2021目標値：　15491kwh　

・2021実績値：　17606kwh　

目標

○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー 未達成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・空調機の不要な運転を行わない。温度設定は規定値の遵守に心掛けた。 ・２２年３月から新社屋移転の為

・点灯スイッチを不必要な時は消す。 電力使用量が増加した。

・パソコンの未使用時は電源を切るようにする。

・空調機フィルター掃除の実施を定期的に行う。

（2019年度実績値の2倍とする。）

・ガソリン消費量削減 基準値
・基準年：2018年度
・基準値：17077L　
・2021目標値：16565L　

目標

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 達成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

・ガソリン代節約の為に乗合して台数を減らした。

・通勤距離が短かった為、節約できました。

・エコ10ドライブ励行の為、朝礼で指差唱和を行った。

・3月からの実績で目標の再設定する。

工事部

工事部

戸ヶ里

宮木

○ ○ ○ ○ ○
○ ○

-0.49

○

○ ○
-0.67

2,863 3,488

○
-0.61-0.63

2,182

○ ○ ○
-0.64 -0.63
1,077

-0.52-0.59
538

-0.60 -0.57
5,9944,819

・空調機のフィルターの清掃

1,642

1,628 2,994
1,367

累計

1,456
累計

実
績

〇 〇

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

〇〇 〇
〇

○

○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○

・工事現場への配車は効率よく行う

・エンジンブレーキを積極的に使う

・工事現場へは過剰荷物は無くす

・営業者の省エネカーへの導入

○○

四
半
期
総
合

評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ

環
境
計
画

・不要なアイドリングはしない

・タイヤの空気圧のチェック

・車間距離は余裕をもつ運転をする

・急発進、急加速は止める
・夏のカーエアコンは設定を１℃高めに設定する

評価ﾚﾍﾞﾙ ○

○
-0.48-0.49

○

○

○ ○

1,147
16,565

1,369 1,468

1,112

○○

1,175576
7,816

614
8,4307,106

1,478

625

1,307

681

1,446 1,377 1,109
9,992 11,101

755

○

538
15,09513,948

4,064
710

○

7,309 8,685 12,579

〇

四
半
期
総
合

評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ 〇 〇
〇〇

○
〇

環
境
計
画

〇〇

・残業時間の不要照明消灯

・パソコンの外出時の電源切り

・昼休み時間の消灯

✖
・空調機の運転温度設定・冷28゜c/暖20゜c

・事務所・工事詰所の不要照明消灯

累計評価ﾚﾍﾞﾙ ✖

単月

評価ﾚﾍﾞﾙ

評価ﾚﾍﾞﾙ

環
境
目
標

目標
単月

・2021実績値：　8430L　 累計目標比：%

540
4,451 5,863

1,628 1,412

540 565

0.21 0.18
〇

累計目標比：% 0.26 0.17 0.26 0.07

○ ○

✖✖ 〇 ✖
-0.07 -0.170.18

17,606
0.14

✖ ✖ ✖

8,482 9,267累計 1,332
785 248

-0.04

1,416 1,023
9,5157,459

2,803

0.02

15,491

12,318 15,004
2,602

実
績

単月 1,332 1,264 1,208 821
2,596 3,804

1,418
6,0434,625

14,0693,936 5,004 6,346 8,297
2,686

累計 1,060 2,218 3,029
1,480 1,343

9,954 11,434 12,776
1,293 1,4221,068 1,343 1,950 1,657

〇 〇 〇

環
境
目
標

目標
単月 1,060 1,157 811 907

〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇

目標
単月 63,320

-0.20-0.21 -0.19 -0.15
439,847232,780

累計目標比：%

53,189
617,833

-0.29 -0.44 -0.49 -0.42 -0.36
106,106 164,416

129,211

-0.17 -0.17 -0.14
702,143497,091 578,359 631,547

26,644 34,392 61,123
374,324

694,356206,679 283,734
33,879 68,552

464,252 519,942395,701
68,364 65,52380,421

361,821

 2021年度（2021-7～2022-6） 環境活動計画／実績と評価

5月 6月

78,088 66,26897,891 76,52365,891 58,89055,690

21/7月 8月 11月 4月10月 3月2月12月 22/1月
　環境目標の項目

推進
担当
者

環境目標
環境計画

0.379

累計

累計

環
境
目
標

実
績

819,514

累計評価ﾚﾍﾞﾙ

313,201
57,244 70,59681,268

760,624
単月 45,069

9月

77,468 77,055

〇

58,310
45,069 71,714

63,320

年間
評価



 2021年度（2021-7～2022-6） 環境活動計画／実績と評価

5月 6月21/7月 8月 11月 4月10月 3月2月12月 22/1月
　環境目標の項目

推進
担当
者

環境目標
環境計画 9月

年間
評価

・軽油消費量削減 基準値
・基準年：2018年度
・基準値：309,763L　
・2021目標値：300470L　

・2021実績値：　261981L　

目標

二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 達成

酸 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
炭
素
排
出 ・軽油節約の為、朝礼で意識改善の指示を実施した。

（建設機械・ダンプのアイドリングストップ等）

・エコ10ドライブ励行の為、朝礼で指差唱和を行った。

・ ECOモードの使用回数を増やして削減する。

　廃棄物排出量削減 （リサイクル推進）
・一般廃棄物 基準値

排出量削減 ・基準年：2018年度
(紙類、他可燃物) ・基準値：183kg　

・2021目標値：178kg　

・2021実績値：184kg　

目標

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 未達成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・紙類リサイクルに努める。

・産業廃棄物 基準値
排出量削減 ・再資源化率90％以上
再資源化率向上 63.9
（産業廃棄物） 62.2
（建設混廃、 97.4%
　 コンクリート屑、他）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 目標

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 達成

・今年度から、目標管理を変更した。事業の性格上廃棄物の増減が多く管理するために

　『再資源化率の向上』に変更した。

・公共・民間工事共に受注が少なかった為、排出量が少なかった。

工事部

工事部

工事部

宮木

戸ヶ里

戸ヶ里

○ ○

・梱包材の持ち帰り推進 ( 再利用の徹底　）

12.7

○ ○

13.5

リサイクル量 0.0 16.7

24,140

評価ﾚﾍﾞﾙ

累計

○ ○ ○

・ハイブリット機械の導入

16,790

○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○

・個人ゴミの持ち帰り徹底

評価ﾚﾍﾞﾙ
再資源化率

評価ﾚﾍﾞﾙ ○

○
0.0

○ ○ ○ ○

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○ ○○ ○○

○○

○

○

環
境
計
画

・混廃品の分別徹底、再資源化の推進

・分別方法教育の実施と分別の徹底

・発生源対策推進

　　(工事ミス撲滅、整理整頓徹底)

○
100.0 0.0

○
100.0 100.0

○ ○
0.0 66.2

○
0.0 0.0

0.012.6 17.6 0.0 0.0
0.0100.0
0.0 0.0

0.0

0.0 16.7 12.0 0.0
0.0 3.3

0.0 0.0 0.05.0 12.6 17.6 0.0 0.0

90％以上90％以上 90％以上 90％以上 90％以上90％以上 90％以上 90％以上 90％以上
環
境
目
標

目標
単月 90％以上 90％以上 90％以上

実
績

総排出量
12.0

○

○

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ 〇 〇 〇 〇

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

△△ △ △△ △ △ △
0.03

184.0

△ △

環
境
計
画

・分別の徹底とリサイクル化促進

・使い切り品を避け、詰め替え品の活用

・コピー紙の裏面活用及び両面印刷の推進

・文書・資料の電子化推進

・紙類分別の徹底(ダンボール・他の紙)

167.0
累計目標比：% 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

121.6
0.03 0.03

134.5 143.7 155.3
0.03

20.6 33.7 47.6 65.3 82.4 106.0
15.6 12.9 9.217.1 23.6

178
11.7 17.0

139.4 150.6
11.6

11.312.5 8.9 11.3 16.5

実
績

単月 20.6

△

目標
累計 20.0 32.7 46.2 63.3

22.917.2 16.6
102.8 162.0

15.1
118.0 130.579.9環

境
目
標

△

13.1 13.9 17.7
累計

単月 20.0

評価ﾚﾍﾞﾙ

○ ○○○ ○ ○ ○ ○

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○

〇 ✖

環
境
計
画

・ガソリンと同様の活動を行った
・建設機械のアイドリングストップの徹底

評価ﾚﾍﾞﾙ ○

〇 ✖ 〇 ✖〇 〇 〇 ✖
-0.15 -0.16 -0.13

261,981

累計目標比：% -0.27 -0.44 -0.48 -0.41 -0.35 -0.13
164,788 185,883117,164 140,186

-0.18-0.19 -0.17
26,446 39,091 61,086 86,763
9,656

〇

25,677
215,970 235,553

12,645 21,995 19,58321,095 30,087
144,630 169,739

23,023 24,60230,401
300,470

26,428
279,175190,083 254,711
24,464 21,296

累計 22,923 47,064 75,661 104,124 132,934 226,479
36,396 28,23228,598 28,463 28,810 11,696 25,109 20,345

環
境
目
標

目標
単月 22,923

評価ﾚﾍﾞﾙ 〇

実
績

単月 16,790



 2021年度（2021-7～2022-6） 環境活動計画／実績と評価

5月 6月21/7月 8月 11月 4月10月 3月2月12月 22/1月
　環境目標の項目

推進
担当
者

環境目標
環境計画 9月

年間
評価

　製品・サービス環境配慮 (自社業務改善への取組)
・全員参加の体制造り 基準値      85%以上
( 定例会議への出席率向上 ・実績値の記録
　 準備年度で記録集積 ) ・2021年出席率：

   93% 目標

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 達成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・全員参加を目指すように心掛ける。

・定例会議事録を、欠席者に回覧し読んでもらっている。

・リモート通話で情報は共有できるようにした。

・ICT重機の活用で工事品質 基準値
と省人を図る ・実績値の記録

( ICT 重機の導入台数の記録と 150.0
　 工事クレームの記録集積 ) 目標

達成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・人員削減をし、コストを削減する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・無駄な残土を出さなかった。

・人員削減をすることができた。

・ICTにより工期短縮が図れた。

環
境
計
画

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

環
境

目
標

実
績

評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○

実
績

環
境

目
標

環
境
計
画

クレーム件数

戸ヶ里

戸ヶ里

工事部

工事部

96%85%92% 92%
93%
○

96.1%
○

92%
92%
○

96%
93%
○

85%
92%
○

96%
92%
○

93%
○

96%
95%
○

88%
94%
○○

検印

評価ﾚﾍﾞﾙ

100%

0 0 0

計
画
策
定
時

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

戸ヶ里

0 0
10 17

5 5

○

社長 社長

環境管理
責任者 実

績
記
入
時

環境管理
責任者

戸ヶ里 戸ヶ里 戸ヶ里 戸ヶ里

四
半
期

総
合
評
価

総合評価ﾚﾍﾞﾙ ○ ○ ○

戸ヶ里 戸ヶ里

○
○ ○ ○

0 0 0
○

0.0%
○○ ○

0

26

18 14 21 1411 7
5

26
5 55 5 5 5

2626 26 26 26 2626

22 25

26 26

工事件数 10
5 5ＩＣＴ重機台数

7 14

○ ○ ○

○

23 25 22

5
7

00

○○ ○

野村 野村

戸ヶ里 戸ヶ里 戸ヶ里 戸ヶ里

四
半
期

総
合
評
価

評価ﾚﾍﾞﾙ

総合評価ﾚﾍﾞﾙ

評価コメント
（是正処置・予防処置含む）

26

単月・出席率
累計・出席率

評価ﾚﾍﾞﾙ

所有重機台数

25 24

100%
○

96%
96%
98%
○

24 25 24 25

戸ケ里
'21-6/20

の減量をすること。

単月・人員

・全員参加の意識向上の為、月１回の定例

　会議への参加人員を記録する

26

野村
'21-6/20

○ ○ ○ ○

戸ヶ里

野村 野村

・ICT重機使用で掘削範囲の減少、残土処分



５－２ 環境経営計画の実績とその評価  ( グラフとコメント- 1  ) 
2022-11/19

①　二酸化炭素排出量削減 コ　メ　ン　ト

・目標達成

・軽油使用量(二酸化炭素寄与率 96.2%)が目標達成の為、

  二酸化炭素排出量も目標を達成出来た。

・作業現場での重機使用を効率よく行い、省エネ運転の努力で、

　燃料使用量が削減出来た。電力量は2022年3月から新事務所

　開設で空調機の増加などにより目標未達成となった、次年度から

　使用量を記録分析する。

 　次年度は、化石燃料削減(軽油)を更に重点的に活動する。

②　電力使用量削減 ・目標未達成

・通常の省エネ活動に努めたが目標が未達成でした。　

　電力量は2022年3月から新事務所開設で空調機の増加など

　により目標未達成となった、次年度から目標を見直す。

  ① 不必要な電灯のスイッチを切る

  ② 不在時のパソコンの電源off

  ③ 空調機の温度設定による管理及びフィルター清掃

  ④ 空調機の稼働時間を管理して、節電に勤める。

③　化石燃料使用量削減 ( ガソリン ) ・目標達成

・エコ10ドライブの励行を図るため、朝礼で指差唱和で　

  社有車の燃費改善を目指し削減努力で、

  目標を半減できた。

・各車両毎に燃費管理を行い、ガソリンの使用量削減を

 木目細かく行ない削減を実行できた。

・改善策の事例 (同じ工事現場への移動は乗り合わせを

　朝礼時に申し合わせた。

・次年度も燃費管理の徹底とエコドライブの励行を図る。

④　化石燃料使用量削減 ( 軽油 ) ・目標達成

・車両については、ガソリン車同様エコドライブの周知

・建設機械の待機中のエンジンの停止の徹底

・省エネに努めるために次年度はECOモードの

　運転を活用する。

・新車重機の更新時には省エネタイプに変える。

50
150
250
350
450
550
650
750
850
950

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

目標

実績

目標

目標

実績

実績

目標

実績

二酸化炭素寄与率
2.8%

二酸化炭素寄与率
1.0%

二酸化炭素寄与
96.2%

GN

良

良

良
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５－２ 環境経営計画の実績とその評価  ( グラフとコメント- ２  ) 
2022-11/19

コ　メ　ン　ト

⑤一般廃棄物 （紙類、可燃物 ）排出量削減 ・目標未達成

　次年度もさらに削減活動を徹底します。

　①電子データ利用の促進を、周知徹底を図る。

　②コピー用紙の裏紙使用を徹底する。

　③コピー用紙の両面印刷の周知徹底をする。

　⑥産業廃棄物 （建設混廃、コンクリート屑 ）排出量削減 ・目標達成

・事業の性格上、廃棄物の増減が多く管理するために

　再資源化率の向上に変更した。

　⑦ 全員参加の体制造り （定例会議への出席向上 ） ・目標達成

 ・全員参加の体制を確立する手段として、月次の定例会議

 　への参加率向上により、全員の意思伝達を確実にして、

 　チームワークの向上を図る。

・リモート通話で情報は共有できるようにした。

・ライングループを作り、伝達事項をつたえた。

　⑧ 共通事項 ( 安全・苦情処理・技能向上  )

　・建設工事現場でのＫＹＴの実施 ・各建設工事現場毎の実施を継続的に活動する。

　・苦情対応及び事故発生時の緊急事態対応訓練 ・訓練の実施、見直し検討さらにマニュアル化により

　定着を図る。

　・事業に関連する・技能訓練及び講習会への参加 ・関連企業の研修会・講習会への積極的参加により

　技術・技能の向上を図る。ton

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

目標

実績

Kg

良

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

目標

実績

%

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

20.0

21.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

%人

GN

総排出量
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6 次年度の環境経営目標及び環境経営計画   

作成：2022年11月 19日

担当

責任者 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

・空調機の運転・温度設定冷房時28℃/暖房時20℃

・事務所・工事詰所の不要照明消灯

・パソコンの外出時の電源切り

電力量 ・空調機のフィルターの清掃 戸ヶ里

二酸化 使用料 ・新社屋の電気使用量の実績把握

の削減

炭素

・省エネ運転の励行。

排出量 ①アイドリングストップの徹底　

化石燃料 ②急発進、急加速の禁止 竹下

の削減 使用料 ③タイヤの空気圧の点検

の削減 ④計画的な運転 (ルート)

⑤工事現場へは、相乗り促進。

・社有車の燃費管理を確実に実施し、定着を図る。

・毎朝重機の始業点検・グリスアップの実施

・財政を考慮した中長期の省エネ投資を検討する（ハイブリット重機） 戸ヶ里

・分別の徹底とリサイクル化推進

廃棄物の ・個人ゴミ持帰りの徹底 戸ヶ里

排出量 建設現場 ・混廃品の分別徹底、再資源化の強力に推進する。

廃棄物の削減 ・発生源対策推進 ( 工事ミス撲滅、整理・整頓徹底 ) 戸ヶ里

の削減

・コピー紙の裏面活用及び両面印刷の推進

紙資源 ・文書・資料の電子化推進 戸ヶ里

の削減 ・紙類分別の徹底 ( ダンボール、他の紙  )とリサイクル

全員参加の ・コロナ化のためリモートを活用しZOOM会議を計画する。

体制造り 戸ヶ里

ICT重機の活用・ICT機器の増加により

で工事品質と 　工事品質の更なる向上と省人化をはかる。 戸ケ里

省人を図る

安全 ・建設現場でのKYTの実施 ・各建設現場毎の実施、継続活動。

苦情処理 ・苦情対応及び事故発生時の緊急連絡体制訓練 ・訓練実施、見直し検討

共通 技能向上 ・関連事業・講習会への参加。 竹下 ・講習会への積極参加

事項 ・エコアクション21定例報告 戸ヶ里 ・毎月、ミーティング時に報告

　社員からエコに関する提案実施

※　次年度の環境経営目標は、レポート５頁目の表内2022年度を参照のこと。

詳 細 行 動 計 画 など

製品
サービス

への
環境配慮

廃棄物の排出
量の削減

環境目標項目 環　境　活　動　項　目

11



法律 ・ 法規等の名称 適用内容 〇・×

廃棄物処理法 ・表示板掲示( 60cm以上) 〇

・収集運搬業者及び処分業者の委託契約 ・契約書・業者の認可証 〇

・委託契約書の保管 ・５年間保管（Ａ/Ｂ2/Ｄ/Ｅ票） 〇

・マニフェストの管理・保管・報告 ・前年4月～3月31日までに交付した管理票について 〇

(産業廃棄物化管理票交付等状況報告書の届け) 6月30日までに提出する。

浜松市産業廃棄物の適正 ・委託業者の実地確認 ・年１の実地確認を行う

な処理に関する条例 ・産業廃棄物管理責任者の設置 ・産業廃棄物の処理について知識と権限をゆうしている者を 〇

産業廃棄物管理責任者に選任し、産業廃棄物の適正な処理

についての法令順守、体制整備に係る任務に当たらせ

なければならない。

騒音規制法 ・作業開始7日前までに、都道府県知事 バックホウ(原動機定格出力80KW以上) 〇

(特定建設作業) 　(市町村町) に届出 を使用する作業

・基準値の厳守 敷地境界線において85dBを超えないこと 〇

・区域 、期間 、時間帯 、曜日規制の遵守 指定地域 ・時間帯規制 〇

振動規制法 ・作業開始7日前までに、都道府県知事 杭打ち機を使用する作業 〇

(特定建設作業) 　(市町村町) に届出

・基準値の厳守 敷地境界線において75dBを超えないこと 〇

・区域 、期間 、時間帯 、曜日規制の遵守 指定地域 ・時間帯規制 〇

建設リサイクル法 ・資源の有効な使用確保を図るとともに、 分別解体等の実施、再資源化等の実施 〇

  産業廃棄物の発生の抑制、保全に関する

　為再生資源及び再生物の利用を目的 対象建設工事の請負契約書に記載し、 〇

　とする。 お互いに交付する

労働安全衛生法 ・通知対象物質の取扱に関する内容の 社員への周知 〇

　労働者への周知等 作業環境の確保、健康診断の実施等

自動車リサイクル法 ・新車購入時及び最初の車検時に摘要 〇

家電リサイクル法 ・特定家庭用機器廃棄物管理票 ・当該廃棄物を再商品化実施業者に引き 〇

　マニフェストの管理・保管  渡す時にマニフェストを発行して３年間保管

大気汚染に関する法規

大気汚染防止法 ・基準適合機械［排気ガス対策型建設機械] 現場搬入時 〇

　の確認 ・ 使用

オフロード法 ・適正な燃料の使用 燃料供給時 〇

排気ガス対策型建設機械 ・点検整備の実施 ・点検記録、修理、の記録保存 〇

普及促進規程 急発信 ・急加速 ・空ふかしの禁止

アイドリングストップの実施

フロン排出抑制法 ・重機に設置の空調機能力(7.5Kw未満,以上か) 〇

・機器の使用に関する義務 〇

④重機類の空調機器類簡易点検の実施

 ◎ 当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

 ◎　訴訟の有無ですが、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟はありませんでした。

2022年 11月19日　　　　　環境管理責任者　　　戸ケ里健一　

備考（規制基準値、その他）

７　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

③漏洩防止措置など　④フロン類算定漏えい量の報告

①機器の点検の実施　②点検等の履歴の保存

・7.5Kw未満の場合簡易点検(1回/3ヶ月)
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確認 作成

　野村
2022-11-19

戸ケ里
2022-11-19

作成 ：2022年11月 19日

確認 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書 ■ ：特になし

環境経営目標及び目標達成状況 ■

■

3 環境経営活動計画及び取り組み実施状況 ■

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ■ ：問題なし

5 外部コミュニケーション・対応記録 ■

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 ■ ：問題なし

7 ■ ：問題なし

8 その他（                                                ） ■ ：特になし

見直し項目
変更の
必要性

1 環境経営方針 有　・無

2 環境経営目標・計画 有　・無

3 環境経営活動計画・取組項目 有　・無

4 環境に関する組織 有　・無

5 その他のシステム要素 有　・無

6 その他（外部への対応） 有　・無

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

「有」の場合の指示事項等

：

：電力使用量削減の目標値を見直した。

：各活動項目に沿った、詳細な項目を設定した。

：

：

：

８．　代表者による全体の評価及び見直し・指示

項    目

１
・
見
直
し
関
連
情
報

取引先、業界、関係行政機関、その他の
外部動向

：電気使用料新社屋の新設により目標未達成。次年度は目標
値の再設定を検討する。

　全員参加の体制造りにより活動を活性化した。

2

：産業廃棄物削減は再資源化率向上に目標を変更し達
成できた。　次年度は資源再生化を今以上に努める。

：問題（苦情・要望等）なし

　全員参加の活動は定着してきた。

 ①化石燃料の管理を全員参加で実現したい。

②全員参加の体制造りの活動を、さらに活性化したい。

　　上記を達成するよう環境管理責任者に指示した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022.11.19　　野村　晶一

無

無

無

無

無
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